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●
お
寺
か
ら
の
お
願
い 

 

▼
参
道
中
央
脇
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
は 

自
然
ゴ
ミ
（
落
ち
葉
、
草
、
枯
れ
た 

花
）
だ
け
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
お
墓 

掃
除
で
使
用
し
た
雑
巾
、
タ
ワ
シ
、 

洗
剤
容
器
、
軍
手
等
は
処
分
で
き
ま 

せ
ん
の
で
、
各
家
で
町
の
ゴ
ミ
と
し 

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
は
行
政
ど 

こ
で
も
分
別
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い 

ま
す
。
ひ
と
り
一
人
自
覚
を
持
っ
て 

処
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
境
内
お
墓
用
に
墓
参
水
桶
を
用
意 

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
お
墓
に
お 

水
を
お
上
げ
す
る
た
め
の
桶
で
雑
巾 

バ
ケ
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
墓
清
掃 

に
は
掃
除
用
バ
ケ
ツ
を
ご
用
意
く
だ 

さ
い
。 

▼
墓
参
用
生
花
の
包
み
紙
、
セ
ロ
ハ 

ン
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
類
は
分
別
し
て 

下
さ
い
。 

▼
参
道
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
沢
山 

落
ち
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
れ 

る
方
は
歩
行
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
し 

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

境
内
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！ 

  

寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養

い
た
し
ま
す
。 

寂光塔（永代供養合同墓所） 動物供養塔（ペットのお墓） 

動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。 

檀
家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き

ま
す
。 

 
橘右女次師匠作 
「広厳寺寄席」 

 

＊
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

仏
像
ガ
ー
ル
（
廣
瀬
郁
実
）
、
仏
像
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
。
中
学
生
の
と
き
の
父
親
の

死
を
き
っ
か
け
に
、
仏
像
に
出
会
う
。
上

智
大
学
比
較
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科

で
仏
教
美
術
を
学
ぶ
。
ウ
ェ
ブ
・プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
後
、
平
成
十
九
年

五
月
か
ら
「
仏
像
ガ
ー
ル
」
と
し
て
活
動

を
始
め
る
。
平
成
二
十
年
十
月
に
は
初

の
書
籍
『
感
じ
る
・調
べ
る
・も
っ
と
近
づ

く
仏
像
の
本
』
（山
と
渓
谷
社
、1680

円
）

出
版
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、 

http://www.buddha-girl.com/ 

 

ご
案
内
④
（
広
厳
寺
主
催
落
語
会
） 

三
遊
亭
鳳
楽
独
演
会 

期
日 

十
月
三
日
（
日
） 

 

会
場 

広
厳
寺 

 

会
費 

千
円 

時
間 

午
後
六
時
開
演 

 

定
員 

三
百
名 

＊
七
月
よ
り
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を
始
め
ま

す
。 

ご
案
内
③
（
広
厳
寺
主
催
講
演
会
） 

仏
像
ガ
ー
ル
講
演
会 

期
日 
七
月
四
日
（
日
） 

会
場 

広
厳
寺 

時
間 

午
後
一
時
半
よ
り 

講
師 

仏
像
ガ
ー
ル 

＊
入
場
無
料
で
す
が
入
場
整
理
券
を
お

求
め
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
仏
像
の
お
話

を
ど
う
ぞ
！ 

＊
三
遊
亭
鳳
楽 

今
年
で
第
六
回
を
迎
え
る
広
厳
寺
寄

席
、
三
遊
亭
鳳
楽
独
演
会
で
す
。
毎
年
落

語
を
聞
き
に
来
る
方
が
増
え
昨
年
は
三

百
五
十
名
で
し
た
。
本
堂
一
杯
溢
れ
ん

ば
か
り
の
人
、
師
匠
も
気
合
い
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
鳳
楽
の
師
匠
、
円
楽
が
亡
く

な
り
、
楽
太
郎
が
六
代
目
円
楽
襲
名
、
鳳

楽
師
匠
は
来
年
、
六
代
目
圓
生
の
三
十

三
回
忌
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、
七
代

目
圓
生
襲
名
と
の
こ
と
で
し
た
。
ど
う
ぞ

日
本
の
話
芸
、
古
典
落
語
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。 


